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【時事解説】ステーブルコインは 

金融の大革命となるか 

 
 
 仮想通貨（暗号資産）の一種、ステーブルコインに注目が集まっていま

す。ステーブルコインとは仮想通貨の 1つです。価格の安定性を実現する

ように設計されているところに特徴があり、注目される理由はこの安定性に

あります。 

 

 近年、ビットコインなどの仮想通貨を所有する人は増えました。本来、仮

想通貨には決済手段として、銀行送金やクレジットカードに比べて速くて安

いといった特徴があります。ただ、利便性が高いにもかかわらず、仮想通貨

は決済手段として普及したとはいえない状態にあります。 

 

 普及しない理由の 1つには価格の安定性が欠ける点があります。仮想通

貨はビットコインのほか、イーサリアムや柴犬コインなどさまざまな種類があ

ります。現状、価格は株式と同様、多くの人が高値で買えば上昇し、安値

で売れば下がります。過去には、人気が過熱して約50万倍に上昇した後、

大きく売られ価格が著しく下落したものもあります。 

 

 仮想通貨はボラティリティ（価格変動）が他の金融商品に比べて高いため、

狙いが当たれば短期間で大きな利益を得ることができます。こうした特徴か

ら、現状、仮想通貨を保有する目的は投資・投機による利益が多くを占め

ます。 

 

 ステーブルコインは価格が安定しているので、価格変動のリスクを恐れず

に保有できます。そして、仮想通貨本来のメリット、送金などの手間・コスト

を下げることができます。これまで、インターネットの出現で、映画やドラマ、

ニュースはネットによる配信を利用する人が多くを占めるようになりました。

同様に、振り込みはステーブルコインが銀行振り込みにとって代わる日が

来るかもしれません。また、日常生活では飲み会の割り勘は現金ではなく、

ステーブルコイン（キャッシュレス）が通常になる可能性もあります。 

 

 仮想通貨（暗号資産）の一種、ステーブルコインに注目が集まっています。

ステーブルコインとは仮想通貨の 1 つで、価格の安定性を実現するように

設計されているところに特徴があります。 

 

 従来の仮想通貨は価格が大きく変動するので保有にはリスクが伴います。

が、ステーブルコインは価格が安定しているので価格変動のリスクを恐れ

ずに保有できます。加え、仮想通貨本来のメリット、海外送金などのコストを

下げることができます。 

 

 とりわけ、仮想通貨は利用地域が限定されないため両替という概念がなく、

外貨両替の手間と手数料が節約できます。通常の通貨であれば、海外に

送金する場合、高額な送金手数料がかかりますが不要になります。加え、

国内の個人間送金でも同様で、銀行の強固で複雑なシステムを利用する

必要がないため、手数料を低く抑えられます。 

 

 米国では、トランプ大統領が仮想通貨に前向きです。7月、ステーブルコ

インのルールを定めた「GENIUS（ジーニアス）法」に署名しました。日本で

も 2023 年にステーブルコインの関連法が整備され、8 月に発行業者第 1

号の登録が認められました。さらに、カードの利用代金をステーブルコイン

で返済できる企業も生まれています。カナダでも、ECショッブ大手がステー

ブルコインでの買い物決済を可能にする仕組みを立ち上げています。 

 

 価格が安定する理由は、法律で、発行体に発行額と同額以上の裏付け

資産の保有を義務付けているからです。ステーブルコインを発行する際、 

1 億円発行するならば、国債や預金などの資産を 1 億円以上、保有するこ

とになります。裏付け資産があるため価格が安定します。 

 

 一方で、仮想通貨に対しては、マネーロンダリング（資金洗浄）に使われ

やすい側面を指摘する人もいます。ステーブルコインは、発行者への身元

確認義務付けと利用者の監視強化が中心となり対策しています。スタート

位置についたステーブルコイン。今後、課題を解決しながら、決済・送金の

常識を大きく変えることができるのか、目が離せません。 

 

 

船場経済倶楽部 

(NPO 法人 SKC 企業振興連盟協議会) 

 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、 

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。 

    


